
 

 

 

≪朝倉市男女共同参画まちづくり講演会（7 月 24 日）を開催しました≫ 

朝倉地域生涯学習センター・文化ホールにて、大妻女子大学 人間関係学部

准教授の田中俊之さんをお招きし、「男も女も、仕事も家庭も 自分らしい生

き方のヒント」をテーマに講演いただきました。 

普段聞きなじみのない「男性学」について、女性には分かりづらい「男性

視点の苦悩」をご自身の経験をもとに時折笑いを交えつつお話しいただき、

あっという間の 2 時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪就業支援事業「パソコン基礎講座」（8 月 20 日～9 月 24 日）が終了しました≫ 

 パソコンの基本操作とワード・エクセルの簡単な入力方法を学

ぶ「パソコン基礎講座」が 8 月 20 日に開講し、9 月 24 日に全

6 回の講義を終えました。毎週土曜日の朝から夕方までと長時間

の講座でしたが、受講生のみなさんは集中途切れることなく真剣

な表情でパソコンに向き合い、操作技術を習得されていました。 

「なるほど、そういう方法もあるのか」と気づくこともあり、「知

る」だけではなく「理解する」ことが重要だと感じました。 

 

【受講された方の感想（アンケートより抜粋）】 

■ 文章など作成できるようになり勉強になりました。 

■ 参加人数が多ければ、年齢別、職種別、目的別、レベ

ル等に区分してのコースが出来ればベストだと思う。 

■ ゆっくり丁寧に教えていただき、途中で挫折すること

なく続けられました。ありがとうございました。もう

少し勉強したいと思いました。 

■ 6 月に仕事を辞めて時間が出来た事で「パソコン基礎講座」を学べた事に感謝申し上げます。

とても有意義でした。 

 

・・・裏面へ続く 

【参加された方の感想（アンケートより）】 

■ 男女共同の考えの中で珍しく男性学を取り扱う講演で非常に興味深かった。男性も共同を進めた

いと考える方も少なくないと思うが、男性の抱える悩みや問題が障壁になっている部分もあるこ

とを強く意識していきたいと思いました。（30 代） 

■ いつの間にか当たり前と思っていたことが、実は子どもの将来に時と場合によっては悪影響にな

ることが分かりました。孫育てをしているので意識して育てていきたい。（50 代） 

■ 講演で男女共同参画について違った視点で考えられるようになると思いました。視野が広がった

と言えるかもしれません。（70 代） 

 

あすみん通信②（令和 4 年 10 月号） 



 

≪令和 4 年度 「男女共同参画セミナー」 3 回連続講座を開催しました≫ 

ダイバーシティで拓く朝倉の未来 ～多様性でチームが活性化する～ 

 

  

 

 

 地域には、多様な人々が様々な価値観をもって生活しています。その中で互いを理解し、活かし合うこと

が大切です。しかし、その多様性に対応できずジレンマを感じていることも少なからずあるのではないでし

ょうか。今回の講座では、昨年に引き続き【ダイバーシティ】をテーマに「なぜ今、多様性が必要と言われ

ているのか」、チームを形成していく過程で起こる問題等について、体験・グループワークを通して学んで

いただきました。 

 

【第 1 回】参加者一人ひとりの個性や能力を引き出す手法と男女共同参画社会への結びつき（8 月 27 日） 

マシュマロチャレンジ（マシュマロやロングパスタ等を使い、アイデアを出し

合いながら高いタワーを作るゲーム）や、「男女共同参画とはいえ」をテーマに

グループディスカッションを行いました。参加された方からは「久しぶりのセミ

ナーで多くの気づきをもらった。自分の長所、短所（個性）も発見できた」、「体

験学習でコミュニケーションがとれたのがよかった」、「マシュマロゲーム等を通

して個性の尊重や重要性等を再確認できた」といった声がありました。 

 

【第 2 回】グループにおけるコミュニケーションを通して役割・個性の気づき（9 月 10 日） 

伝言ゲームやコミュニケーション実習を通し、自分の言いたいことを相手に

伝える難しさについて体験しました。想像力を働かせ、情報を組み立てる能力が

試される活動となりました。アンケートでは「オリエンテーションのような内容

が多く、参加しやすいものだった」、「楽しく和気あいあいと活動できた」という

感想が多く、「講座内容を今後活かせそうですか？」という質問に対し、「活かせ

そう・少し活かせそう」とすべての方が回答しました。 

 

【第 3 回】朝倉市の未来を、対話によって実現する（9 月 24 日） 

 まとめとなる第 3 回目のセミナー。男女共同参画やダイバーシティが受容さ

れた朝倉市になるためには、場の設えやグランドルール、マナーが大切であり、

「…らしさ」と一言でいってもプラス・マイナスの男らしさ、女らしさがある

ことに気づきました。アンケートでは「現実に活かせる内容でした」、「コミュ

ニケーションが大事だと思うのでうまく取っていきたい」、「楽しく勉強するこ

とができました」といった感想がありました。 

ダイバーシティで拓かれた朝倉の未来を実現するために、個々の意識を高めていきましょう！ 

 

★次回は、10 月 1 日に開催した「おとう飯始めよう！ 食欲の秋！点心講座」について掲載します 

ダイバーシティ・・・多様性、相違点。企業で、人種・国籍・性・年齢を問わずに人材を活用すること

で、ビジネス環境の変化に柔軟、迅速に対応できると考えられている。 


